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	5分
	パン狩り
	運動
	支援のねらい
	・指先で取るトレーニング
	用意する物
	・いろんな種類のパン（惣菜パン、菓子パン） ・ピンチハンガー　・取り皿　・椅子かマット


	① 名札をつけた取り皿を用意し、ピンチハンガーにパンを人数分吊るします。
	② 一人ずつ順番にパンを取っていきます。
	③ ジャンプするように声を掛け、(「どれにする？」など)や見本を見せたり、取りやすい高さに調節します。
	④ 児童の背の高さに合わせて職員はパンの高さを調節します。
	⑤ パンを取り終えたら、それぞれの取り皿に乗せるよう声掛けをします。



